
高潮対策でつくられた「大野命山」
大野と中新田にある「命山」は、江戸時代に受けた高潮の被害が繰り返されないように、避難所として

築かれたものです。今回の東北地方太平洋沖地震により、津波対策の必要性をあらためて感じました。
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東
北
地
方
太
平
洋
沖

地
震
で
被
害
を
受
け
ら

れ
た
皆
様
に
、心
よ
り
お

見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

一
日
で
も
早
い
復
旧
復
興

を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　
こ
の
震
災
を
教
訓
に
、

よ
り
一
層
、安
全
・
安
心
の

ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
み

ま
す
。

　
さ
て
、今
期
最
後
の「
市

議
会
だ
よ
り
」
と
な
り
ま

し
た
。
広
報
委
員
一
同
、

身
近
な
市
政
に
な
る
よ

う
努
力
い
た
し
ま
し
た
。

来
期
も
乞
う
ご
期
待
く

だ
さ
い
。

編
集
後
記

　近年、全国各地において、外国資本がスキー場やゴルフ場などに進出している。このような外国資本による
土地所有の無制限な拡大を許せば、日本国民の生活基盤である水源や国土保全、安全保障上からも重大な問
題に発展しかねない。
　国においては所有者の国籍にかかわらず、適正な所有と管理が行われるよう、水源涵養、土砂流出防止など
公益的役割を果たしている森林などを守るため、土地の売買、利用に関する法整備や地籍確定を早急に行うな
ど、取り組みの強化を求める。

　急激な少子高齢化の進展や格差社会の広がりによる低所得者層の増加、長引く経済不況、保険給付費の増加
等により、各市町村の国民健康保険制度の財政状況は非常に厳しい状況にある。
　国においては、国民が安心して医療を受けることができる社会補償制度としての国民健康保険事業を適正に
運営するため、国庫負担率の引き上げを行うなど、健全な国民健康保険制度の構築を図ることを強く要請する。

　子ども医療費助成制度は、子どもの病気の早期発見と早期治療、治療の継続を確保する上で極めて重要な
役割を担っている。しかし、現状は自治体間で制度が異なっており、サービス内容に格差が生じている。この
ことから、子どもを安心して産み、育てることのできる社会の実現には、地方制度の安定化が必要であり、そ
のためには国による支援が不可欠である。
　国においては、子ども医療費無料制度を早期に創設されるよう強く要望する。

5月市議会臨時会、6月市議会定例会のお知らせ（予定）

段差解消機 赤外線補聴器

次の意見書を、衆・参議院議長、内閣総理大臣、担当大臣あてに提出しました。

議員提出意見書（要 旨）

外国資本等による土地売買等に関する法整備を求める意見書

国民健康保険に係る国の負担の拡充を求める意見書

あなたも議会を傍聴してみませんか。

当日、市役所5階の議会事務局で受付をします。
※足の不自由な方、妊婦の方なども段差解消機を利用
し傍聴席へ入れます。
※赤外線補聴システム、段差解消機をご利用の際には、
議会事務局へ声をおかけください。

市議会の録画（中継）放送・ 
　　  会議録がご覧いただけます。 

詳しくは袋井市のホームページから 
このバナーをクリックしてください。 

子ども医療費無料制度の創設を求める意見書

10ページ 植物油インキを
使用しています

再生紙を 
使用しています 

【日 程】 ＜5月臨時会＞ 5月 13日（金） 議会運営委員及び常任委員の選任等

 16日（木）  市政に対する一般質問
   20日（月）  議案の審査（常任委員会）
   29日（水）  委員長報告～採決、閉会

 ＜6月定例会＞ 6月   6日（月） 開会、議案の説明
  14日（火） 市政に対する一般質問
  15日（水） 市政に対する一般質問 

【場 所】市役所5階議場及び各委員会室　　【時 間】午前9時から

高潮対策でつくられた「大野命山」
大野と中新田にある「命山」は、江戸時代に受けた高潮の被害が繰り返されないように、避難所として

築かれたものです。今回の東北地方太平洋沖地震により、津波対策の必要性をあらためて感じました。



議長らによる募金活動

袋井市第1次被災地支援隊による
救援物資の搬送

　市議会2月定例会を、2月22日から3月22日までの29日間の会期で開催しました。
　今定例会では、平成22年度一般会計ほか3会計の補正予算をはじめ、平成23年度一般・特別・企業各会
計予算、袋井市防犯まちづくり条例の制定など30議案、議員から提出された3議案が上程され、採決の結果、
いずれも原案のとおり可決しました。
　なお、市政に対する一般質問では、13人の議員が市長の見解をただしました。

新年度各会計予算はいずれも可決
2月定例会 

　
　
新
年
度
の
予
算
額
は
、2
9
3
億
7
0
0
0
万
円
で
、前
年

度
当
初
予
算
と
比
較
す
る
と
0.5
％（
1
億
4
0
0
0
万
円
）の

減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

平
成
23
年
度
一
般
会
計
予
算

　
　
水
道
事
業
は
24
億
6
5
4
0
万
円
、病
院
事
業
は
59
億
2
3
0
0
万
円
で
、

合
計
の
企
業
会
計
予
算
総
額
は
、83
億
8
8
4
0
万
円
と
な
り
、前
年
度
と
比

較
す
る
と
1.6
％
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
今
回
の
補
正
予
算
の
う
ち
、第
5
号
補
正
で
は
、主
に
補
助
事
業
費
精
算
の

た
め
5
億
4
8
4
0
万
円
を
減
額
し
、第
6
号
補
正
で
は
、主
に
住
宅
の
耐
震

補
強
工
事
補
助
金
の
た
め
2
6
7
0
万
円
を
増
額
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

平
成
22
年
度
予
算
総
額
は
3
0
6
億
2
3
0
0
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

条
　
例 

（
主
な
も
の
）

平
成
23
年
度
企
業
会
計
予
算

平
成
22
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

◎
議
決
し
た
主
な
議
案

◎
そ
の
他

《
主
な
新
規
事
業
》

　
　
2
月
15
日
に
新
病
院
建
設
特
別
委
員
会
が
開
催
さ
れ
、次
の
報
告
事
項
に
つ
い
て
議
論

が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　
◎
新
病
院
建
設
実
施
設
計
の
進
捗
状
況

　
◎
新
病
院
に
お
け
る
現
病
院
の
資
産
、負
債
、資
本
の
取
り
扱
い

　
◎
退
職
金
（
原
資
）
の
取
り
扱
い

　
◎
市
民
説
明
会

　
◎
掛
川
市
・
袋
井
市
新
病
院
建
設
事
務
組
合
議
会
全
員
協
議
会
及
び
定
例
会

新
病
院
建
設
特
別
委
員
会
か
ら
の
報
告

　
　 

防
犯
活
動
の
基
本
的
な
考
え
方
や
、市
及
び
市
民
の
役
割
を
定
め
、「
犯
罪
の

な
い
安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
」
を
進
め
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
制
定
す

る
も
の
で
す
。

《
制
定
》
●
袋
井
市
防
犯
ま
ち
づ
く
り
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
　

　
　
出
産
育
児
一
時
金
に
つ
い
て
は
暫
定
的
に
42
万
円
支
給
し
て
い
ま
し
た
が
、

健
康
保
険
法
施
行
令
の
改
正
に
よ
り
、本
年
4
月
1
日
か
ら
恒
久
化
す
る
た
め
、

必
要
な
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

《
改
正
》
●
袋
井
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
国
の
方
針
の
「
手
直
し
」
に
よ
る
地
方
交
付
税
の
増
額
や
都
市
計
画
税
の
増
収
に
よ
り
、

一
定
の
地
方
財
源
の
確
保
が
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
財
源
を
、国
民
健
康
保
険
税
の
引
き
下
げ

や
、子
ど
も
医
療
費
無
料
化
の
年
齢
拡
充
な
ど
の
子
育
て
支
援
、住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
な

ど
、市
民
の
厳
し
い
生
活
と
安
全
な
暮
ら
し
に
対
し
て
支
出
す
べ
き
で
あ
る
が
、不
十
分
で
あ

る
こ
と
か
ら
賛
成
で
き
な
い
。

自
民
ふ
く
ろ
い

賛
成
討
論
（
要
旨
）

　
編
成
さ
れ
た
予
算
は
、厳
し
い
経
済
情
勢
、財
政
状
況
の
中
、新
規
市
債
の
発
行
額
を
償

還
額
以
下
に
抑
制
す
る
こ
と
に
よ
り
、市
債
の
残
高
を
確
実
に
減
少
さ
せ
る
基
本
姿
勢
が
見

ら
れ
る
。
ま
た
、「
子
ど
も
に
ツ
ケ
を
回
さ
な
い
」
と
い
う
財
政
運
営
の
要
諦
が
貫
か
れ
た
、

収
支
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
健
全
性
が
保
た
れ
た
予
算
で
あ
る
と
評
価
す
る
こ
と
か
ら
賛
成
す
る

も
の
で
あ
る
。

日
本
共
産
党

反
対
討
論
（
要
旨
）

「
平
成
23
年
度
袋
井
市
一
般
会
計
予
算
に
つ
い
て
」
に
対
し
て

討 論 会派より

●
愛
野
こ
ど
も
園
運
営
補
助
事
業 

9
7
0
9
万
円 

●
元
気
ハ
ツ
ラ
ツ
！
風
見
の
丘
運
営
事
業

　
　
　
　 

　
　
　 

9
1
6
7
万
円

●
（
仮
称
）
袋
井
あ
そ
び
保
育
園
建
設
費
補
助
事
業

　
　
　
　 

　
　
　
　 

6
0
0
0
万
円

●
新
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業 

5
3
6
5
万
円 

●
同
報
無
線
デ
ジ
タ
ル
化
事
業 

4
3
8
7
万
円

●
中
東
遠
地
域
消
防
指
令
業
務
共
同
運
用
事
業

 

4
2
9
7
万
円

●
風
水
害
防
災
対
策
事
業 

3
4
0
4
万
円

●
子
ど
も
発
達
支
援
ト
ー
タ
ル
サ
ポ
ー
ト
事
業

 

1
9
4
0
万
円

《
そ
の
他
主
要
事
業
》

●
（
仮
称
）
大
日
ほ
た
る
の
里
公
園
整
備
事
業
　
　
　
　 

　
　
　
　 

　
　
　 

1
億
6
0
7
9
万
円

●
浅
羽
支
所
周
辺
地
区
（
仮
称
）エ
ン
ト
ラ
ン
ス
広
場
整
備
事
業
　

　
　
　 

　
　
　 

1
億
5
7
2
8
万
円

●
袋
井
駅
南
北
自
由
通
路
新
設
及
び
橋
上
駅
舎
化
事
業
　

　
　
　 

　
　
　
　 

6
0
3
5
万
円

●
（
仮
称
）
総
合
健
康
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業 

7
5
1
万
円 

　
国
民
健
康
保
険
を
は
じ
め
と
す
る
特
別
会
計
の
予
算
総
額
は
1
5
1
億
6

4
8
0
万
円
で
、前
年
度
と
比
較
す
る
と
1.0
％
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。（
平
成
23

年
度
か
ら
老
人
保
健
特
別
会
計
は
廃
止
と
な
り
ま
す
。
）

平
成
23
年
度
特
別
会
計
予
算

く ろ い ふ く ろ い ふ 

2月定例会の概要 
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ろ
い

賛
成
討
論
（
要
旨
）

　
編
成
さ
れ
た
予
算
は
、厳
し
い
経
済
情
勢
、財
政
状
況
の
中
、新
規
市
債
の
発
行
額
を
償

還
額
以
下
に
抑
制
す
る
こ
と
に
よ
り
、市
債
の
残
高
を
確
実
に
減
少
さ
せ
る
基
本
姿
勢
が
見

ら
れ
る
。
ま
た
、「
子
ど
も
に
ツ
ケ
を
回
さ
な
い
」
と
い
う
財
政
運
営
の
要
諦
が
貫
か
れ
た
、

収
支
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
健
全
性
が
保
た
れ
た
予
算
で
あ
る
と
評
価
す
る
こ
と
か
ら
賛
成
す
る

も
の
で
あ
る
。

日
本
共
産
党

反
対
討
論
（
要
旨
）

「
平
成
23
年
度
袋
井
市
一
般
会
計
予
算
に
つ
い
て
」
に
対
し
て

討 論 会派より

●
愛
野
こ
ど
も
園
運
営
補
助
事
業 

9
7
0
9
万
円 

●
元
気
ハ
ツ
ラ
ツ
！
風
見
の
丘
運
営
事
業

　
　
　
　 

　
　
　 

9
1
6
7
万
円

●
（
仮
称
）
袋
井
あ
そ
び
保
育
園
建
設
費
補
助
事
業

　
　
　
　 

　
　
　
　 

6
0
0
0
万
円

●
新
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業 

5
3
6
5
万
円 

●
同
報
無
線
デ
ジ
タ
ル
化
事
業 

4
3
8
7
万
円

●
中
東
遠
地
域
消
防
指
令
業
務
共
同
運
用
事
業

 

4
2
9
7
万
円

●
風
水
害
防
災
対
策
事
業 

3
4
0
4
万
円

●
子
ど
も
発
達
支
援
ト
ー
タ
ル
サ
ポ
ー
ト
事
業

 

1
9
4
0
万
円

《
そ
の
他
主
要
事
業
》

●
（
仮
称
）
大
日
ほ
た
る
の
里
公
園
整
備
事
業
　
　
　
　 

　
　
　
　 

　
　
　 

1
億
6
0
7
9
万
円

●
浅
羽
支
所
周
辺
地
区
（
仮
称
）エ
ン
ト
ラ
ン
ス
広
場
整
備
事
業
　

　
　
　 

　
　
　 

1
億
5
7
2
8
万
円

●
袋
井
駅
南
北
自
由
通
路
新
設
及
び
橋
上
駅
舎
化
事
業
　

　
　
　 

　
　
　
　 

6
0
3
5
万
円

●
（
仮
称
）
総
合
健
康
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業 

7
5
1
万
円 

　
国
民
健
康
保
険
を
は
じ
め
と
す
る
特
別
会
計
の
予
算
総
額
は
1
5
1
億
6

4
8
0
万
円
で
、前
年
度
と
比
較
す
る
と
1.0
％
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。（
平
成
23

年
度
か
ら
老
人
保
健
特
別
会
計
は
廃
止
と
な
り
ま
す
。
）

平
成
23
年
度
特
別
会
計
予
算

く ろ い ふ く ろ い ふ 

2月定例会の概要 



市政に対する一般質問

寺
田
　
守 

議
員

大
庭 

通
嘉 

議
員

寺
井 

紗
知
子 

議
員

　
地
域
資
源
の
掘
り
起
こ
し

な
ど
へ
の
支
援
は

　
情
報
発
信
の
方
法
に
つ
い
て

工
夫
が
必
要
で
は

　
農
の
6
次
産
業
化
と
米
粉 

の
活
用
に
つ
い
て

　
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
参
加
は
も
っ
と

熟
議
を
す
べ
き

答
　
郷
土
の
歴
史
遺
産
や
自
然
遺

産
を
大
切
に
す
る
市
民
活
動
は
、

本
市
の
文
化
レ
ベ
ル
を
向
上
さ
せ

る
有
意
義
な
取
り
組
み
と
考
え
る
。

こ
れ
ら
の
活
動
に
対
し
、積
極
的
に

支
援
し
て
い
き
た
い
。

問
　
可
睡
斎
の
護
国
塔
建
立
１

０
０
年
展
や
、名
倉
太
郎
馬
の

顕
彰
な
ど
の
事
業
が
行
わ
れ
て

い
る
が
、市
の
評
価
は
。 

答
　
各
分
団
の
歴
史
や
、地
元
の

意
向
を
踏
ま
え
た
上
で
、解
決
方

法
を
考
え
て
い
き
た
い
。
ま
た
、機

能
別
消
防
制
度
は
、退
団
年
齢
が

統
一
さ
れ
る
ま
で
は
、指
導
部
団
員

制
度
の
活
用
を
図
っ
て
い
く
。

問
　
団
員
確
保
の
問
題
を
ど
う

考
え
て
い
る
の
か
。ま
た
、消
防
団

員
Ｏ
Ｂ
を
活
用
し
た
機
能
別
消
防

制
度
の
導
入
の
考
え
は
あ
る
か
。 

答
　
平
成
21
年
度
は
、ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
98
万
件
の
ア
ク
セ
ス
が
あ
っ
た
。

今
後
、時
代
に
対
応
し
た
効
果
的

な
画
面
構
成
・
展
開
な
ど
、改
善
を

進
め
て
い
き
た
い
。

問
　
電
子
媒
体
の
普
及
が
進
む

中
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
改
良
の

必
要
を
感
じ
る
が
ど
う
か
。 

答
　
米
粉
パ
ン
は
全
国
的
に
採
用

の
動
き
が
あ
る
。
供
給
体
制
や
価

格
等
の
課
題
が
解
決
で
き
れ
ば
、本

市
独
自
で
、試
験
的
に
採
用
す
る

選
択
肢
も
あ
る
と
考
え
る
。

問
　
農
商
工
連
携
に
よ
り
、米

粉
の
活
用
が
広
が
っ
て
い
る
。

地
産
地
消
の
観
点
か
ら
、学
校

給
食
に
米
粉
を
使
用
し
た
パ

ン
を
採
用
し
て
は
ど
う
か
。
 

答
　
農
林
水
産
省
の
試
算
で
は
、Ｔ

Ｐ
Ｐ
参
加
に
よ
り
、農
業
生
産
額
が

4
兆
1
0
0
0
億
円
減
少
す
る
と

さ
れ
て
い
る
が
、県
及
び
本
市
で
は

試
算
し
て
い
な
い
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
問
題

は
、強
い
農
業
づ
く
り
に
向
け
て
、

生
産
者
と
共
に
考
え
る
契
機
と
す

る
必
要
が
あ
る
が
、こ
れ
は
農
業
振

興
ビ
ジ
ョ
ン
の
基
本
目
標
と
整
合

す
る
と
考
え
る
。

答
　
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
内
容
等
に
、一
定
の

条
件
を
付
し
た
上
で
、早
い
時
期
か

ら
、交
渉
の
場
に
参
加
す
る
べ
き
と

考
え
る
。

問
　
議
会
は
、Ｔ
Ｐ
Ｐ
へ
の
参

加
交
渉
を
慎
重
に
対
処
す
る

よ
う
意
見
書
を
国
に
提
出
し
た
。

市
長
が
参
加
表
明
し
た
真
意

は
何
か
。
 

　
浅
羽
方
面
隊
の
消
防

団
員
確
保
は

問
　
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
に
よ
る
本
市

の
農
業
へ
の
影
響
と
、農
業
振
興

ビ
ジ
ョ
ン
と
の
整
合
は
ど
う
か
。 

　
職
員
の
定
員
適
正
化

計
画
は
達
成
可
能
か

　 

澤
野
医
院
記
念
館
10
周

年
の
総
括
は

　
名
古
屋
市
の
よ
う
に
減
税

す
る
考
え
が
あ
る
か

　 

ま
ち
づ
く
り
条
例
制
定

に
向
け
て
の
考
え
方
は

答
　
事
務
事
業
の
見
直
し
、外
部

委
託
な
ど
様
々
な
手
法
を
活
用
し
、

計
画
の
目
標
達
成
に
向
け
努
力
し

て
い
き
た
い
。

答
　
条
例
の
制
定
は
、で
き
る
だ

け
急
ぐ
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

市
民
の
積
極
的
な
参
画
を
い
た
だ

く
中
で
、一
緒
に
検
討
す
る
な
ど
、制

定
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

答
　
減
税
の
実
施
は
、国
か
ら
の
特

別
交
付
税
等
の
減
額
リ
ス
ク
を
伴

う
こ
と
か
ら
、減
税
よ
り
行
政
サ
ー

ビ
ス
を
充
実
さ
せ
た
い
と
考
え
る
。

答
　
医
師
を
中
心
に
、看
護
師
な

ど
が
連
携
し
た
在
宅
医
療
体
制
の

充
実
が
不
可
欠
で
あ
る
。
医
師
会

と
話
し
合
い
を
し
な
が
ら
、（
仮
称
）

総
合
健
康
セ
ン
タ
ー
構
想
の
中
で
、

検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
。

問
　
17
年
度
か
ら
6
年
間
の

定
員
適
正
化
計
画（
職
員
数
）は

未
達
成
と
な
っ
て
い
る
。新
計
画

で
も
27
年
度
ま
で
に
正
規
職
員

を
44
人
削
減
す
る
計
画
だ
が
、

本
当
に
達
成
は
可
能
か
。 

答
　
地
元
の
世
話
人
会
に
よ
り
、

献
身
的
な
管
理
運
営
が
さ
れ
て
き

た
。
今
後
は
2
0
1
6
年
袋
井
宿

駅
4
0
0
年
を
視
野
に
入
れ
、施

設
の
特
性
を
生
か
し
つ
つ
、さ
ら
な

る
利
用
者
の
増
加
に
向
け
、効
果

的
活
用
を
進
め
て
い
き
た
い
。

問
　
記
念
館
開
設
10
周
年
を

迎
え
る
。
こ
れ
ま
で
の
総
括
と

今
後
の
充
実
し
た
展
開
策
は
。 

問
　
本
市
で
は
行
革
効
果
を
３

億
5 
8 
0 
0
万
円
と
試
算
し
て

い
る
が
、こ
れ
を
市
民
税
減
税
に

還
元
す
る
考
え
は
あ
る
か
。 

　
女
性
消
防
団
の
必
要
性
は

答
　
県
内
13
市
で
は
、既
に
女
性

の
消
防
団
活
動
が
行
わ
れ
て
い
る
。

本
市
に
お
い
て
も
、女
性
が
参
加

し
や
す
い
環
境
整
備
な
ど
を
行
い
、

消
防
団
活
動
が
で
き
る
よ
う
積
極

的
に
進
め
て
い
き
た
い
。

問
　
災
害
弱
者
へ
の
火
災
予

防
活
動
な
ど
、女
性
の
視
点
で

の
幅
広
い
活
動
が
期
待
で
き

る
が
。 

問
　
市
民
と
行
政
が
対
等
な
立

場
で
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
上

で
も
、
規
範
と
な
る
条
例
が
必

要
で
あ
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。 

　 

訪
問
診
療
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
に
考
え
る
か

問
　
住
み
慣
れ
た
自
宅
で
の

療
養
に
は
、医
師
が
24
時
間
対

応
で
き
る
訪
問
診
療
機
能
が

必
要
で
あ
る
と
考
え
る
が
。 

可睡斎護国塔建立100年展

団員確保が課題である消防団の活動

開設10周年を迎えた澤野医院記念館

近隣市における女性消防団の啓発活動

芝
田 

　
二 

議
員

く ろ い ふ く ろ い ふ 



市政に対する一般質問

寺
田
　
守 

議
員

大
庭 

通
嘉 

議
員

寺
井 

紗
知
子 

議
員

　
地
域
資
源
の
掘
り
起
こ
し

な
ど
へ
の
支
援
は

　
情
報
発
信
の
方
法
に
つ
い
て

工
夫
が
必
要
で
は

　
農
の
6
次
産
業
化
と
米
粉 

の
活
用
に
つ
い
て

　
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
参
加
は
も
っ
と

熟
議
を
す
べ
き

答
　
郷
土
の
歴
史
遺
産
や
自
然
遺

産
を
大
切
に
す
る
市
民
活
動
は
、

本
市
の
文
化
レ
ベ
ル
を
向
上
さ
せ

る
有
意
義
な
取
り
組
み
と
考
え
る
。

こ
れ
ら
の
活
動
に
対
し
、積
極
的
に

支
援
し
て
い
き
た
い
。

問
　
可
睡
斎
の
護
国
塔
建
立
１

０
０
年
展
や
、名
倉
太
郎
馬
の

顕
彰
な
ど
の
事
業
が
行
わ
れ
て

い
る
が
、市
の
評
価
は
。 

答
　
各
分
団
の
歴
史
や
、地
元
の

意
向
を
踏
ま
え
た
上
で
、解
決
方

法
を
考
え
て
い
き
た
い
。
ま
た
、機

能
別
消
防
制
度
は
、退
団
年
齢
が

統
一
さ
れ
る
ま
で
は
、指
導
部
団
員

制
度
の
活
用
を
図
っ
て
い
く
。

問
　
団
員
確
保
の
問
題
を
ど
う

考
え
て
い
る
の
か
。ま
た
、消
防
団

員
Ｏ
Ｂ
を
活
用
し
た
機
能
別
消
防

制
度
の
導
入
の
考
え
は
あ
る
か
。 

答
　
平
成
21
年
度
は
、ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
98
万
件
の
ア
ク
セ
ス
が
あ
っ
た
。

今
後
、時
代
に
対
応
し
た
効
果
的

な
画
面
構
成
・
展
開
な
ど
、改
善
を

進
め
て
い
き
た
い
。

問
　
電
子
媒
体
の
普
及
が
進
む

中
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
改
良
の

必
要
を
感
じ
る
が
ど
う
か
。 

答
　
米
粉
パ
ン
は
全
国
的
に
採
用

の
動
き
が
あ
る
。
供
給
体
制
や
価

格
等
の
課
題
が
解
決
で
き
れ
ば
、本

市
独
自
で
、試
験
的
に
採
用
す
る

選
択
肢
も
あ
る
と
考
え
る
。

問
　
農
商
工
連
携
に
よ
り
、米

粉
の
活
用
が
広
が
っ
て
い
る
。

地
産
地
消
の
観
点
か
ら
、学
校

給
食
に
米
粉
を
使
用
し
た
パ

ン
を
採
用
し
て
は
ど
う
か
。
 

答
　
農
林
水
産
省
の
試
算
で
は
、Ｔ

Ｐ
Ｐ
参
加
に
よ
り
、農
業
生
産
額
が

4
兆
1
0
0
0
億
円
減
少
す
る
と

さ
れ
て
い
る
が
、県
及
び
本
市
で
は

試
算
し
て
い
な
い
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
問
題

は
、強
い
農
業
づ
く
り
に
向
け
て
、

生
産
者
と
共
に
考
え
る
契
機
と
す

る
必
要
が
あ
る
が
、こ
れ
は
農
業
振

興
ビ
ジ
ョ
ン
の
基
本
目
標
と
整
合

す
る
と
考
え
る
。

答
　
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
内
容
等
に
、一
定
の

条
件
を
付
し
た
上
で
、早
い
時
期
か

ら
、交
渉
の
場
に
参
加
す
る
べ
き
と

考
え
る
。

問
　
議
会
は
、Ｔ
Ｐ
Ｐ
へ
の
参

加
交
渉
を
慎
重
に
対
処
す
る

よ
う
意
見
書
を
国
に
提
出
し
た
。

市
長
が
参
加
表
明
し
た
真
意

は
何
か
。
 

　
浅
羽
方
面
隊
の
消
防

団
員
確
保
は

問
　
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
に
よ
る
本
市

の
農
業
へ
の
影
響
と
、農
業
振
興

ビ
ジ
ョ
ン
と
の
整
合
は
ど
う
か
。 

　
職
員
の
定
員
適
正
化

計
画
は
達
成
可
能
か

　 

澤
野
医
院
記
念
館
10
周

年
の
総
括
は

　
名
古
屋
市
の
よ
う
に
減
税

す
る
考
え
が
あ
る
か

　 

ま
ち
づ
く
り
条
例
制
定

に
向
け
て
の
考
え
方
は

答
　
事
務
事
業
の
見
直
し
、外
部

委
託
な
ど
様
々
な
手
法
を
活
用
し
、

計
画
の
目
標
達
成
に
向
け
努
力
し

て
い
き
た
い
。

答
　
条
例
の
制
定
は
、で
き
る
だ

け
急
ぐ
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

市
民
の
積
極
的
な
参
画
を
い
た
だ

く
中
で
、一
緒
に
検
討
す
る
な
ど
、制

定
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

答
　
減
税
の
実
施
は
、国
か
ら
の
特

別
交
付
税
等
の
減
額
リ
ス
ク
を
伴

う
こ
と
か
ら
、減
税
よ
り
行
政
サ
ー

ビ
ス
を
充
実
さ
せ
た
い
と
考
え
る
。

答
　
医
師
を
中
心
に
、看
護
師
な

ど
が
連
携
し
た
在
宅
医
療
体
制
の

充
実
が
不
可
欠
で
あ
る
。
医
師
会

と
話
し
合
い
を
し
な
が
ら
、（
仮
称
）

総
合
健
康
セ
ン
タ
ー
構
想
の
中
で
、

検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
。

問
　
17
年
度
か
ら
6
年
間
の

定
員
適
正
化
計
画（
職
員
数
）は

未
達
成
と
な
っ
て
い
る
。新
計
画

で
も
27
年
度
ま
で
に
正
規
職
員

を
44
人
削
減
す
る
計
画
だ
が
、

本
当
に
達
成
は
可
能
か
。 
答
　
地
元
の
世
話
人
会
に
よ
り
、

献
身
的
な
管
理
運
営
が
さ
れ
て
き

た
。
今
後
は
2
0
1
6
年
袋
井
宿

駅
4
0
0
年
を
視
野
に
入
れ
、施

設
の
特
性
を
生
か
し
つ
つ
、さ
ら
な

る
利
用
者
の
増
加
に
向
け
、効
果

的
活
用
を
進
め
て
い
き
た
い
。

問
　
記
念
館
開
設
10
周
年
を

迎
え
る
。
こ
れ
ま
で
の
総
括
と

今
後
の
充
実
し
た
展
開
策
は
。 

問
　
本
市
で
は
行
革
効
果
を
３

億
5 
8 
0 
0
万
円
と
試
算
し
て

い
る
が
、こ
れ
を
市
民
税
減
税
に

還
元
す
る
考
え
は
あ
る
か
。 

　
女
性
消
防
団
の
必
要
性
は

答
　
県
内
13
市
で
は
、既
に
女
性

の
消
防
団
活
動
が
行
わ
れ
て
い
る
。

本
市
に
お
い
て
も
、女
性
が
参
加

し
や
す
い
環
境
整
備
な
ど
を
行
い
、

消
防
団
活
動
が
で
き
る
よ
う
積
極

的
に
進
め
て
い
き
た
い
。

問
　
災
害
弱
者
へ
の
火
災
予

防
活
動
な
ど
、女
性
の
視
点
で

の
幅
広
い
活
動
が
期
待
で
き

る
が
。 

問
　
市
民
と
行
政
が
対
等
な
立

場
で
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
上

で
も
、
規
範
と
な
る
条
例
が
必

要
で
あ
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。 

　 

訪
問
診
療
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
に
考
え
る
か

問
　
住
み
慣
れ
た
自
宅
で
の

療
養
に
は
、医
師
が
24
時
間
対

応
で
き
る
訪
問
診
療
機
能
が

必
要
で
あ
る
と
考
え
る
が
。 

可睡斎護国塔建立100年展

団員確保が課題である消防団の活動

開設10周年を迎えた澤野医院記念館

近隣市における女性消防団の啓発活動

芝
田 

　
二 

議
員

く ろ い ふ く ろ い ふ 



市政に対する一般質問

　
消
防
力
を
保
つ
組
織
づ
く

り
に
つ
い
て

　
白
雲
荘
と
風
見
の
丘
の

関
わ
り
に
つ
い
て

　
次
期
介
護
保
険
料
の
計
画
・

見
通
し
は
ど
う
か

　
地
域
再
生
に
こ
そ｢

市
民

と
行
政
の
協
働｣

を

答
　
引
き
続
き
消
防
団
と
連
携
し
、

時
代
に
あ
っ
た
望
ま
し
い
消
防
団
の

体
制
づ
く
り
に
努
め
て
い
き
た
い
。

問
　
消
防
団
で
は
、新
入
団
員

の
確
保
が
厳
し
い
中
、消
防
力
を

保
つ
た
め
に
、定
数
の
変
更
や
組

織
の
再
編
を
考
え
て
い
る
か
。 

答
　
収
集
場
所
の
確
保
や
維
持
管

理
、収
集
時
の
当
番
な
ど
の
課
題

は
あ
る
が
、高
齢
者
の
方
の
困
難

も
予
想
さ
れ
る
た
め
、自
治
会
と

も
協
議
し
、対
応
を
検
討
し
て
い

き
た
い
。

問
　
高
齢
者
の
方
に
も
配
慮
し
、

分
別
の
簡
素
化
、体
積
の
縮
小

化
と
と
も
に
、収
集
所
を
増
設

で
き
な
い
か
。 

答
　
風
見
の
丘
に
は
多
目
的
室
が

あ
り
、白
雲
荘
と
同
様
に
老
人
ク
ラ

ブ
で
も
使
用
で
き
る
。
白
雲
荘
に
つ

い
て
は
、風
見
の
丘
の
利
用
状
況
を

検
証
し
な
が
ら
、今
後
の
あ
り
方
に

つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問
　
白
雲
荘
は
、年
配
者
の
唯
一

の
楽
し
み
の
場
所
で
あ
る
。
今

後
の
運
営
方
針
は
ど
う
か
。 

答
　
第
四
期
保
険
料
設
定
時
に
見

込
ん
だ
介
護
給
付
費
内
で
推
移
し

て
い
る
。
そ
の
た
め
、次
期
保
険
料

は
、給
付
費
の
動
向
な
ど
に
よ
る
不

確
定
要
素
は
あ
る
が
、現
状
の
保
険

料
の
維
持
に
努
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

答
　
市
民
自
ら
が
、主
体
性
を
も
っ

て
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
に
か
か
わ

る
こ
と
で
、喜
び
や
自
信
を
得
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
。

問
　
介
護
保
険
料
が
県
下
最

高
額
で
あ
る
が
、次
期
介
護
保

険
料
の
計
画
・
見
通
し
は
ど
う

か
。
 

 

答
　
多
様
化
す
る
市
民
ニ
ー
ズ
や
、

地
域
ご
と
に
異
な
る
課
題
へ
の
対

応
に
は
、行
政
中
心
の
サ
ー
ビ
ス

提
供
で
は
限
界
が
あ
る
。
健
全
で

継
続
的
な
発
展
の
た
め
、最
も
ふ

さ
わ
し
い
手
法
で
あ
る
と
考
え
て

い
る
。

問
　
「
市
民
と
行
政
の
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
の
推
進
」
方
針
は
、

効
率
性
を
最
優
先
し
た
行
政

改
革
な
ど
、行
政
の
都
合
か
ら

提
案
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
か
。
 

　
資
源
ご
み
収
集
所
の

増
設
を

問
　
「
地
域
住
民
の
自
ら
の
判

断
と
責
任
」
が
強
調
さ
れ
て
い

る
が
、地
域
へ
の
責
任
転
嫁
や

押
し
つ
け
に
な
ら
な
い
か
。 

　
新
規
就
農
者
の
参
入
に

支
援
を

　 

公
文
書
管
理
法
施
行
へ
の

対
応
は

　
農
地
取
得
基
準
の
弾
力
化
を

　
子
ど
も
の
貧
困
に
つ
い
て

の
取
り
組
み
は

答
　
農
地
法
改
正
を
受
け
、農
協

や
農
業
委
員
等
と
協
議
し
、弾
力

的
に
利
用
権
設
定
を
し
て
い
る
。

答
　
市
の
現
状
を
分
か
り
や
す
く

伝
え
る
こ
と
が
重
要
と
考
え
る
。

市
長
と
し
て
も
、率
先
し
て
地
域

に
出
向
い
て
い
き
た
い
。

答
　
担
当
課
内
に
係
を
新
設
し
、

墓
地
に
対
す
る
需
要
調
査
、共
同

墓
地
や
寺
院
墓
地
の
実
態
調
査
な

ど
を
進
め
て
い
き
た
い
。
ま
た
、墓

地
公
園
整
備
に
お
い
て
、三
川
地

区
の
方
に
は
、先
進
事
例
の
視
察

も
実
施
し
て
い
き
た
い
。

答
　
本
制
度
は
、先
進
的
な
農
業
経

営
者
が
新
規
就
農
希
望
者
を
研
修

生
と
し
て
受
け
入
れ
た
際
に
、研
修

生
に
支
払
う
手
当
の
一
部
を
県
が
補

助
す
る
も
の
で
あ
る
。
本
市
で
も
、

今
年
2
月
に
、地
元
農
協
を
中
心
と

し
た
受
入
連
絡
会
が
設
置
さ
れ
た

こ
と
か
ら
、こ
の
事
業
に
よ
る
新
た

な
担
い
手
の
創
出
に
期
待
し
た
い
。

問
　
県
の
「
が
ん
ば
る
新
農
業

人
支
援
事
業
」制
度
を
活
用
し
、

本
市
で
も
研
修
生
の
受
け
入

れ
が
で
き
な
い
か
。 

答
　
市
文
書
取
扱
規
程
に
よ
り
、

種
類
に
応
じ
た
保
存
期
間
な
ど
、

文
書
の
取
り
扱
い
を
定
め
管
理
し

て
い
る
。
課
ご
と
に
文
書
取
扱
主

任
を
任
命
し
て
、適
正
な
文
書
管

理
に
努
め
て
い
る
。

問
　
公
文
書
の
作
成
か
ら
整
理
・

保
存
・
廃
棄
ま
で
の
統
一
管
理
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
。
本
市
の

管
理
規
程
や
体
制
は
ど
う
か
。 

問
　
新
規
就
農
者
に
と
っ
て
農

地
の
確
保
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

運
用
の
弾
力
化
が
必
要
で
は
。 

　
ま
ち
づ
く
り
は「
市
民
の
力
・

地
域
の
力
」

答
　
児
童
扶
養
手
当
支
給
事
業

を
は
じ
め
、母
子
家
庭
等
医
療
費

助
成
事
業
、
就
業
支
援
・
子
ど
も

の
一
時
預
か
り
な
ど
の
支
援
を
実

施
し
て
い
る
。
今
後
も
こ
の
よ
う

な
事
業
の
周
知
を
図
る
と
と
も
に
、

よ
り
充
実
す
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
る
。

問
　
ま
ち
づ
く
り
に
対
し
、市

民
参
加
を
さ
ら
に
促
す
方
法
は
。 

問
　
近
年
、子
ど
も
の
貧
困
が

大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

市
と
し
て
、ど
う
向
き
合
っ
て

い
く
の
か
、そ
の
取
り
組
み
は
。 

　
市
営
墓
地
公
園
整
備
の

取
り
組
み
と
体
制
は

問
　
市
営
墓
地
に
対
す
る
需

要
が
年
々
高
ま
っ
て
い
る
。
そ

の
取
り
組
み
と
体
制
は
。 

高齢者の憩いの場となっている白雲荘

地域の協力が欠かせない資源ごみ収集

がんばる新農業人支援事業のチラシ（平成22年度）

墓地公園の建設予定地

浅
田 

二
郎 

議
員

寺
井 

雄
二 

議
員

高
橋 

美
博 

議
員

大
場 

正
昭 

議
員

く ろ い ふ く ろ い ふ 



市政に対する一般質問

　
消
防
力
を
保
つ
組
織
づ
く

り
に
つ
い
て

　
白
雲
荘
と
風
見
の
丘
の

関
わ
り
に
つ
い
て

　
次
期
介
護
保
険
料
の
計
画
・

見
通
し
は
ど
う
か

　
地
域
再
生
に
こ
そ｢

市
民

と
行
政
の
協
働｣

を

答
　
引
き
続
き
消
防
団
と
連
携
し
、

時
代
に
あ
っ
た
望
ま
し
い
消
防
団
の

体
制
づ
く
り
に
努
め
て
い
き
た
い
。

問
　
消
防
団
で
は
、新
入
団
員

の
確
保
が
厳
し
い
中
、消
防
力
を

保
つ
た
め
に
、定
数
の
変
更
や
組

織
の
再
編
を
考
え
て
い
る
か
。 

答
　
収
集
場
所
の
確
保
や
維
持
管

理
、収
集
時
の
当
番
な
ど
の
課
題

は
あ
る
が
、高
齢
者
の
方
の
困
難

も
予
想
さ
れ
る
た
め
、自
治
会
と

も
協
議
し
、対
応
を
検
討
し
て
い

き
た
い
。

問
　
高
齢
者
の
方
に
も
配
慮
し
、

分
別
の
簡
素
化
、体
積
の
縮
小

化
と
と
も
に
、収
集
所
を
増
設

で
き
な
い
か
。 

答
　
風
見
の
丘
に
は
多
目
的
室
が

あ
り
、白
雲
荘
と
同
様
に
老
人
ク
ラ

ブ
で
も
使
用
で
き
る
。
白
雲
荘
に
つ

い
て
は
、風
見
の
丘
の
利
用
状
況
を

検
証
し
な
が
ら
、今
後
の
あ
り
方
に

つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問
　
白
雲
荘
は
、年
配
者
の
唯
一

の
楽
し
み
の
場
所
で
あ
る
。
今

後
の
運
営
方
針
は
ど
う
か
。 

答
　
第
四
期
保
険
料
設
定
時
に
見

込
ん
だ
介
護
給
付
費
内
で
推
移
し

て
い
る
。
そ
の
た
め
、次
期
保
険
料

は
、給
付
費
の
動
向
な
ど
に
よ
る
不

確
定
要
素
は
あ
る
が
、現
状
の
保
険

料
の
維
持
に
努
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

答
　
市
民
自
ら
が
、主
体
性
を
も
っ

て
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
に
か
か
わ

る
こ
と
で
、喜
び
や
自
信
を
得
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
。

問
　
介
護
保
険
料
が
県
下
最

高
額
で
あ
る
が
、次
期
介
護
保

険
料
の
計
画
・
見
通
し
は
ど
う

か
。
 

 

答
　
多
様
化
す
る
市
民
ニ
ー
ズ
や
、

地
域
ご
と
に
異
な
る
課
題
へ
の
対

応
に
は
、行
政
中
心
の
サ
ー
ビ
ス

提
供
で
は
限
界
が
あ
る
。
健
全
で

継
続
的
な
発
展
の
た
め
、最
も
ふ

さ
わ
し
い
手
法
で
あ
る
と
考
え
て

い
る
。

問
　
「
市
民
と
行
政
の
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
の
推
進
」
方
針
は
、

効
率
性
を
最
優
先
し
た
行
政

改
革
な
ど
、行
政
の
都
合
か
ら

提
案
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
か
。
 

　
資
源
ご
み
収
集
所
の

増
設
を

問
　
「
地
域
住
民
の
自
ら
の
判

断
と
責
任
」
が
強
調
さ
れ
て
い

る
が
、地
域
へ
の
責
任
転
嫁
や

押
し
つ
け
に
な
ら
な
い
か
。 

　
新
規
就
農
者
の
参
入
に

支
援
を

　 

公
文
書
管
理
法
施
行
へ
の

対
応
は

　
農
地
取
得
基
準
の
弾
力
化
を

　
子
ど
も
の
貧
困
に
つ
い
て

の
取
り
組
み
は

答
　
農
地
法
改
正
を
受
け
、農
協

や
農
業
委
員
等
と
協
議
し
、弾
力

的
に
利
用
権
設
定
を
し
て
い
る
。

答
　
市
の
現
状
を
分
か
り
や
す
く

伝
え
る
こ
と
が
重
要
と
考
え
る
。

市
長
と
し
て
も
、率
先
し
て
地
域

に
出
向
い
て
い
き
た
い
。

答
　
担
当
課
内
に
係
を
新
設
し
、

墓
地
に
対
す
る
需
要
調
査
、共
同

墓
地
や
寺
院
墓
地
の
実
態
調
査
な

ど
を
進
め
て
い
き
た
い
。
ま
た
、墓

地
公
園
整
備
に
お
い
て
、三
川
地

区
の
方
に
は
、先
進
事
例
の
視
察

も
実
施
し
て
い
き
た
い
。

答
　
本
制
度
は
、先
進
的
な
農
業
経

営
者
が
新
規
就
農
希
望
者
を
研
修

生
と
し
て
受
け
入
れ
た
際
に
、研
修

生
に
支
払
う
手
当
の
一
部
を
県
が
補

助
す
る
も
の
で
あ
る
。
本
市
で
も
、

今
年
2
月
に
、地
元
農
協
を
中
心
と

し
た
受
入
連
絡
会
が
設
置
さ
れ
た

こ
と
か
ら
、こ
の
事
業
に
よ
る
新
た

な
担
い
手
の
創
出
に
期
待
し
た
い
。

問
　
県
の
「
が
ん
ば
る
新
農
業

人
支
援
事
業
」制
度
を
活
用
し
、

本
市
で
も
研
修
生
の
受
け
入

れ
が
で
き
な
い
か
。 

答
　
市
文
書
取
扱
規
程
に
よ
り
、

種
類
に
応
じ
た
保
存
期
間
な
ど
、

文
書
の
取
り
扱
い
を
定
め
管
理
し

て
い
る
。
課
ご
と
に
文
書
取
扱
主

任
を
任
命
し
て
、適
正
な
文
書
管

理
に
努
め
て
い
る
。

問
　
公
文
書
の
作
成
か
ら
整
理
・

保
存
・
廃
棄
ま
で
の
統
一
管
理
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
。
本
市
の

管
理
規
程
や
体
制
は
ど
う
か
。 

問
　
新
規
就
農
者
に
と
っ
て
農

地
の
確
保
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

運
用
の
弾
力
化
が
必
要
で
は
。 

　
ま
ち
づ
く
り
は「
市
民
の
力
・

地
域
の
力
」

答
　
児
童
扶
養
手
当
支
給
事
業

を
は
じ
め
、母
子
家
庭
等
医
療
費

助
成
事
業
、
就
業
支
援
・
子
ど
も

の
一
時
預
か
り
な
ど
の
支
援
を
実

施
し
て
い
る
。
今
後
も
こ
の
よ
う

な
事
業
の
周
知
を
図
る
と
と
も
に
、

よ
り
充
実
す
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
る
。

問
　
ま
ち
づ
く
り
に
対
し
、市

民
参
加
を
さ
ら
に
促
す
方
法
は
。 

問
　
近
年
、子
ど
も
の
貧
困
が

大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

市
と
し
て
、ど
う
向
き
合
っ
て

い
く
の
か
、そ
の
取
り
組
み
は
。 

　
市
営
墓
地
公
園
整
備
の

取
り
組
み
と
体
制
は

問
　
市
営
墓
地
に
対
す
る
需

要
が
年
々
高
ま
っ
て
い
る
。
そ

の
取
り
組
み
と
体
制
は
。 

高齢者の憩いの場となっている白雲荘

地域の協力が欠かせない資源ごみ収集

がんばる新農業人支援事業のチラシ（平成22年度）

墓地公園の建設予定地

浅
田 

二
郎 

議
員

寺
井 

雄
二 

議
員

高
橋 

美
博 

議
員

大
場 

正
昭 

議
員

く ろ い ふ く ろ い ふ 



市政に対する一般質問

竹
原 

和
義 

議
員

山
田 

貴
子 

議
員

永
田 

勝
美 

議
員

　
農
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り

の
推
進
は

　
浅
羽
地
区
の
都
市
計
画

税
課
税

　
竹
を
活
用
し
た
地
域
活

性
化
を

　
新
東
名
開
通
へ
の
対
応
は

問
　
メ
ロ
ン
、茶
、米
を
、６
次
産

業
と
し
て
ど
の
よ
う
に
推
進
す

る
の
か
。 

答
　
市
内
に
分
散
し
て
い
る
文
化

財
を
収
集
・
整
理
・
保
管
す
る
だ
け

で
な
く
、歴
史
講
座
や
企
画
展
な

ど
を
開
催
し
、博
物
館
的
機
能
を

有
す
る
施
設
と
し
て
整
備
し
た
い
。

問
　
（
仮
称
）歴
史
文
化
館
を
、

郷
土
資
料
館
、近
藤
記
念
館
と

連
携
さ
せ
、博
物
館
的
機
能
を

持
た
せ
て
は
ど
う
か
。 

答
　
各
種
助
成
制
度
や
、
業
者
の

持
つ
製
造
技
術
な
ど
を
活
用
し
、6
次

産
業
化
の
推
進
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

ま
た
、静
岡
理
工
科
大
学
の
高
度
機

器
の
活
用
な
ど
に
よ
り
、新
た
な
6
次

産
業
の
育
成
に
も
努
め
て
い
き
た
い
。

問
　
浅
羽
地
域
に
は
新
た
な
都

市
計
画
税
が
課
税
さ
れ
る
が
、

浅
羽
西
地
区
の
都
市
計
画
事
業

を
、ど
こ
に
計
画
し
て
い
る
の
か
。 

答
　
竹
に
は
様
々
な
効
能
が
あ
り
、

そ
の
利
活
用
は
、放
置
竹
林
対
策

や
バ
イ
オ
マ
ス
資
源
と
し
て
も
可

能
性
が
大
き
い
こ
と
か
ら
、今
後
は
、

竹
を
粉
砕
し
た
竹
パ
ウ
ダ
ー
を
活

用
し
た
生
ご
み
の
堆
肥
化
を
進
め

て
い
き
た
い
。

答
　
浅
羽
西
地
区
に
お
け
る
都
市

計
画
税
の
課
税
金
額
は
約
3
7
0

0
万
円
で
あ
る
。
今
後
の
都
市
計

画
事
業
に
つ
い
て
は
、地
域
と
相
談

し
進
め
て
い
き
た
い
。

　
観
光
基
本
計
画
の
内
容

に
つ
い
て

問
　
ハ
ー
ド
事
業
を
含
め
、本

市
の
観
光
を
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
か
。「
ど
ま
ん
中
ふ
く
ろ

い
」
や
「
久
野
城
址
」
を
、観
光

の
目
玉
に
す
る
考
え
は
あ
る
か
。 

答
　
ハ
ー
ド
事
業
は
具
体
化
さ
れ

て
い
な
い
が
、今
後
、計
画
策
定
の

中
で
、ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
の
両
面
か

ら
検
討
し
、必
要
が
あ
れ
ば
計
画
に

入
れ
て
い
き
た
い
。

問
　
日
下
英
元
氏
に
よ
り
紹
介
さ

れ
た
、孟
宗
竹
を
活
用
し
た
施
策

に
よ
り
、地
域
活
性
化
の
促
進
が

期
待
さ
れ
る
と
考
え
る
が
。
 

答
　
近
隣
市
町
の
土
地
利
用
構
想

や
道
路
計
画
等
と
の
整
合
性
を
図

り
な
が
ら
、本
市
の
活
性
化
に
向

け
対
応
し
て
い
き
た
い
。

問
　
新
東
名
の
開
通
を
間
近

に
控
え
、土
地
利
用
構
想
を
策

定
し
、企
業
誘
致
な
ど
、本
市

の
発
展
に
結
び
つ
け
る
べ
き
と

考
え
る
が
。
 

　
（
仮
称
）
歴
史
文
化
館
の

運
営
に
つ
い
て

　
に
ぎ
わ
い
あ
る
観
光
の

振
興
に
つ
い
て

　 

子
供
の
安
全
・
安
心
に

つ
い
て

　
市
内
の
生
活
保
護
世
帯

へ
の
支
援
に
つ
い
て

　
Ｔ
Ｐ
Ｐ
と
農
業
政
策
推
進

に
つ
い
て

答
　
1
月
末
現
在
で
2
6
6
人
が

生
活
保
護
を
受
け
て
お
り
、こ
の

一
年
間
で
1
・
24
倍
と
な
っ
て
い
る
。

受
給
者
へ
の
就
労
支
援
を
積
極
的

に
促
進
す
る
と
と
も
に
、き
め
細

か
な
指
導
を
行
っ
て
い
る
。

答
　
来
年
度
に
観
光
基
本
計
画「
ふ

く
ろ
い
ほ
っ
と
観
光
プ
ラ
ン
」
の
策

定
を
計
画
し
て
い
る
。
市
民
を
巻

き
込
ん
だ
観
光
を
考
え
る
会
の
第

一
歩
と
な
る
よ
う
、連
携
を
図
り
、

策
定
し
て
い
き
た
い
。

答
　
国
で
は
、森
林
法
の
改
正
に

つ
い
て
検
討
し
て
い
る
。
県
で
は
、

水
源
涵
養
保
安
林
の
指
定
に
よ
り
、

外
国
資
本
の
山
林
開
発
の
抑
制
を

検
討
し
て
い
る
。
県
西
部
地
域
の

市
町
に
お
い
て
、広
域
的
な
連
携

を
図
る
こ
と
で
、森
林
を
守
る
こ

と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

答
　
県
で
は
、新
規
就
農
者
へ
の

支
援
制
度
や
、40
歳
以
下
の
後
継

者
を
対
象
と
し
た
経
営
多
角
化
に

必
要
な
研
修
へ
の
支
援
制
度
が
あ

る
。こ
れ
ら
の
制
度
を
周
知
し
、後

継
者
の
育
成
を
図
る
と
と
も
に
、

後
継
者
へ
の
所
得
補
償
に
つ
い
て

は
、今
後
研
究
し
て
い
き
た
い
。

答
　
日
本
の
農
産
物
は
、今
後
も

国
内
外
へ
の
さ
ら
な
る
需
要
拡
大

が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、輸
出

会
社
の
設
立
も
一
つ
の
方
法
だ
と

考
え
る
。

問
　
観
光
交
流
を
増
や
す
た
め
に
、

市
民
を
巻
き
込
ん
だ
観
光
を
考

え
る
会
を
設
け
た
ら
ど
う
か
。 

答
　
静
岡
こ
ど
も
救
急
電
話
相
談

（
＃
8
0
0
0
）
事
業
は
、看
護
師

や
小
児
科
医
が
相
談
に
応
じ
て
く

れ
る
事
業
で
あ
る
。
子
育
て
家
庭

を
中
心
に
、幼
稚
園
、保
育
園
、小

学
校
と
も
連
携
す
る
中
で
、効
果

的
な
広
報
に
努
め
て
い
き
た
い
。

問
　
子
供
の
急
病
に
的
確
に

対
応
す
る
た
め
に
、ダ
イ
ヤ
ル

＃
８
０
０
０
の
周
知
徹
底
を

図
る
べ
き
だ
と
考
え
る
が
。 

問
　
生
活
保
護
世
帯
が
増
加
傾

向
に
あ
る
が
、自
立
支
援
と
対
応

策
は
ど
う
か
。 

問
　
若
者
就
農
対
策
と
し
て（
仮

称
）
後
継
者
育
成
基
金
創
設

の
考
え
方
は
。 

問
　
自
由
化
と
農
産
物
輸
出
に

つ
い
て
、（
仮
称
）
静
岡
県
農
産

物
通
商
株
式
会
社
の
必
要
性
は
。 

　
水
資
源
涵
養
林
保
護

対
策
に
つ
い
て

問
　
上
流
部
と
下
流
部
と
の

連
携
と
国
・
県
・
市
の
対
応
は
。 

竹パウダーの作製風景

（仮称）歴史文化館の整備を予定している浅羽支所

静岡こども救急電話相談のチラシ

後継者の育成が課題となっている農業

兼
子 

春
治 

議
員

く ろ い ふ く ろ い ふ 



市政に対する一般質問

竹
原 

和
義 

議
員

山
田 

貴
子 

議
員

永
田 

勝
美 

議
員

　
農
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り

の
推
進
は

　
浅
羽
地
区
の
都
市
計
画

税
課
税

　
竹
を
活
用
し
た
地
域
活

性
化
を

　
新
東
名
開
通
へ
の
対
応
は

問
　
メ
ロ
ン
、茶
、米
を
、６
次
産

業
と
し
て
ど
の
よ
う
に
推
進
す

る
の
か
。 

答
　
市
内
に
分
散
し
て
い
る
文
化

財
を
収
集
・
整
理
・
保
管
す
る
だ
け

で
な
く
、歴
史
講
座
や
企
画
展
な

ど
を
開
催
し
、博
物
館
的
機
能
を

有
す
る
施
設
と
し
て
整
備
し
た
い
。

問
　
（
仮
称
）歴
史
文
化
館
を
、

郷
土
資
料
館
、近
藤
記
念
館
と

連
携
さ
せ
、博
物
館
的
機
能
を

持
た
せ
て
は
ど
う
か
。 

答
　
各
種
助
成
制
度
や
、
業
者
の

持
つ
製
造
技
術
な
ど
を
活
用
し
、6
次

産
業
化
の
推
進
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

ま
た
、静
岡
理
工
科
大
学
の
高
度
機

器
の
活
用
な
ど
に
よ
り
、新
た
な
6
次

産
業
の
育
成
に
も
努
め
て
い
き
た
い
。

問
　
浅
羽
地
域
に
は
新
た
な
都

市
計
画
税
が
課
税
さ
れ
る
が
、

浅
羽
西
地
区
の
都
市
計
画
事
業

を
、ど
こ
に
計
画
し
て
い
る
の
か
。 

答
　
竹
に
は
様
々
な
効
能
が
あ
り
、

そ
の
利
活
用
は
、放
置
竹
林
対
策

や
バ
イ
オ
マ
ス
資
源
と
し
て
も
可

能
性
が
大
き
い
こ
と
か
ら
、今
後
は
、

竹
を
粉
砕
し
た
竹
パ
ウ
ダ
ー
を
活

用
し
た
生
ご
み
の
堆
肥
化
を
進
め

て
い
き
た
い
。

答
　
浅
羽
西
地
区
に
お
け
る
都
市

計
画
税
の
課
税
金
額
は
約
3
7
0

0
万
円
で
あ
る
。
今
後
の
都
市
計

画
事
業
に
つ
い
て
は
、地
域
と
相
談

し
進
め
て
い
き
た
い
。

　
観
光
基
本
計
画
の
内
容

に
つ
い
て

問
　
ハ
ー
ド
事
業
を
含
め
、本

市
の
観
光
を
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
か
。「
ど
ま
ん
中
ふ
く
ろ

い
」
や
「
久
野
城
址
」
を
、観
光

の
目
玉
に
す
る
考
え
は
あ
る
か
。 

答
　
ハ
ー
ド
事
業
は
具
体
化
さ
れ

て
い
な
い
が
、今
後
、計
画
策
定
の

中
で
、ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
の
両
面
か

ら
検
討
し
、必
要
が
あ
れ
ば
計
画
に

入
れ
て
い
き
た
い
。

問
　
日
下
英
元
氏
に
よ
り
紹
介
さ

れ
た
、孟
宗
竹
を
活
用
し
た
施
策

に
よ
り
、地
域
活
性
化
の
促
進
が

期
待
さ
れ
る
と
考
え
る
が
。
 

答
　
近
隣
市
町
の
土
地
利
用
構
想

や
道
路
計
画
等
と
の
整
合
性
を
図

り
な
が
ら
、本
市
の
活
性
化
に
向

け
対
応
し
て
い
き
た
い
。

問
　
新
東
名
の
開
通
を
間
近

に
控
え
、土
地
利
用
構
想
を
策

定
し
、企
業
誘
致
な
ど
、本
市

の
発
展
に
結
び
つ
け
る
べ
き
と

考
え
る
が
。
 

　
（
仮
称
）
歴
史
文
化
館
の

運
営
に
つ
い
て

　
に
ぎ
わ
い
あ
る
観
光
の

振
興
に
つ
い
て

　 

子
供
の
安
全
・
安
心
に

つ
い
て

　
市
内
の
生
活
保
護
世
帯

へ
の
支
援
に
つ
い
て

　
Ｔ
Ｐ
Ｐ
と
農
業
政
策
推
進

に
つ
い
て

答
　
1
月
末
現
在
で
2
6
6
人
が

生
活
保
護
を
受
け
て
お
り
、こ
の

一
年
間
で
1
・
24
倍
と
な
っ
て
い
る
。

受
給
者
へ
の
就
労
支
援
を
積
極
的

に
促
進
す
る
と
と
も
に
、き
め
細

か
な
指
導
を
行
っ
て
い
る
。

答
　
来
年
度
に
観
光
基
本
計
画「
ふ

く
ろ
い
ほ
っ
と
観
光
プ
ラ
ン
」
の
策

定
を
計
画
し
て
い
る
。
市
民
を
巻

き
込
ん
だ
観
光
を
考
え
る
会
の
第

一
歩
と
な
る
よ
う
、連
携
を
図
り
、

策
定
し
て
い
き
た
い
。

答
　
国
で
は
、森
林
法
の
改
正
に

つ
い
て
検
討
し
て
い
る
。
県
で
は
、

水
源
涵
養
保
安
林
の
指
定
に
よ
り
、

外
国
資
本
の
山
林
開
発
の
抑
制
を

検
討
し
て
い
る
。
県
西
部
地
域
の

市
町
に
お
い
て
、広
域
的
な
連
携

を
図
る
こ
と
で
、森
林
を
守
る
こ

と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

答
　
県
で
は
、新
規
就
農
者
へ
の

支
援
制
度
や
、40
歳
以
下
の
後
継

者
を
対
象
と
し
た
経
営
多
角
化
に

必
要
な
研
修
へ
の
支
援
制
度
が
あ

る
。こ
れ
ら
の
制
度
を
周
知
し
、後

継
者
の
育
成
を
図
る
と
と
も
に
、

後
継
者
へ
の
所
得
補
償
に
つ
い
て

は
、今
後
研
究
し
て
い
き
た
い
。

答
　
日
本
の
農
産
物
は
、今
後
も

国
内
外
へ
の
さ
ら
な
る
需
要
拡
大

が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、輸
出

会
社
の
設
立
も
一
つ
の
方
法
だ
と

考
え
る
。

問
　
観
光
交
流
を
増
や
す
た
め
に
、

市
民
を
巻
き
込
ん
だ
観
光
を
考

え
る
会
を
設
け
た
ら
ど
う
か
。 

答
　
静
岡
こ
ど
も
救
急
電
話
相
談

（
＃
8
0
0
0
）
事
業
は
、看
護
師

や
小
児
科
医
が
相
談
に
応
じ
て
く

れ
る
事
業
で
あ
る
。
子
育
て
家
庭

を
中
心
に
、幼
稚
園
、保
育
園
、小

学
校
と
も
連
携
す
る
中
で
、効
果

的
な
広
報
に
努
め
て
い
き
た
い
。

問
　
子
供
の
急
病
に
的
確
に

対
応
す
る
た
め
に
、ダ
イ
ヤ
ル

＃
８
０
０
０
の
周
知
徹
底
を

図
る
べ
き
だ
と
考
え
る
が
。 

問
　
生
活
保
護
世
帯
が
増
加
傾

向
に
あ
る
が
、自
立
支
援
と
対
応

策
は
ど
う
か
。 

問
　
若
者
就
農
対
策
と
し
て（
仮

称
）
後
継
者
育
成
基
金
創
設

の
考
え
方
は
。 

問
　
自
由
化
と
農
産
物
輸
出
に

つ
い
て
、（
仮
称
）
静
岡
県
農
産

物
通
商
株
式
会
社
の
必
要
性
は
。 

　
水
資
源
涵
養
林
保
護

対
策
に
つ
い
て

問
　
上
流
部
と
下
流
部
と
の

連
携
と
国
・
県
・
市
の
対
応
は
。 

竹パウダーの作製風景

（仮称）歴史文化館の整備を予定している浅羽支所

静岡こども救急電話相談のチラシ

後継者の育成が課題となっている農業

兼
子 

春
治 

議
員

く ろ い ふ く ろ い ふ 



常任委員会レポート

　河川観測用の水位計を村松、小川町、

新池、諸井の4箇所に設置するとのこと

だが、この水位計には、どのような機能

や効果があるのか。

総務文教委員会総務文教委員会

　橋の欄干へ電波を送信する機械を設置
して、その電波のはね返り信号で、水位を
観測するものである。そのデータを集計
することで、避難指示や避難勧告を出す
時の判断材料とするとともに、ホームペー
ジへ公開し、いち早く情報を伝達すること
を考えている。

　塩尻市と姉妹都市提携を行ったが、

ふくろい遠州の花火などの活用により、

効果的な交流が期待される。平成23

年度は、どのように取り組むのか。

　風見の丘は、ゴミ処理場の余熱利用

や太陽光発電により、電気料の恩恵をど

の程度受けるのか。

　また、他の施設の光熱水費等と比べ

るとどうか。

　中遠クリーンセンターからの余熱利用
と太陽光発電により、年間430万円ほど
の恩恵を受けることとなる。
　また、平成20年度予算では、月見の里
学遊館水玉プールの電気料が1,440万円、
袋井Ｂ＆Ｇ海洋センターの電気料が260
万円、Ａ重油料が4,456万円となっている。
平成23年度予算では、風見の丘の電気
料は973万円を見込んでいることから、
他の施設と比較しても安価である。

　平成23年度からはＪＡ遠州中央農協
による人間ドックや、遠州病院がＪＡの各
支所にまわって行う健診を、特定健診の
対象にできるようにしていく。
　また、普段かかりつけ医に通院をして
いるが、一部の検査項目が足りず、特定
健診にカウントできない方に対するＰＲや、
医師会への働きかけも進めていく。

　平成23年度は、特定健診受診率の目

標を60％と設定している。目標達成に

向けて、具体的にどのようにすすめてい

くのか。

民生福祉委員会民生福祉委員会建設経済委員会建設経済委員会

　下水道接続工事における地区住民説
明会において、工事は市の指定を受けた
排水設備指定工事店しか行えないことな
どを周知する。
　また、下水道接続推進員による戸別訪
問において、工事手続きや確認申請時の
注意事項の詳細についても説明してい
きたい。

　
待
機
児
童
解
消
対
策
へ
の

取
り
組
み
は

問
　
袋
井
市
乳
幼
児
保
育
需
要

調
査
結
果
に
基
づ
い
た
、
待
機

児
童
対
策
の
課
題
は
何
か
。 

問
　
物
流
施
策
を
総
合
的
・
計

画
的
に
推
進
す
る
た
め
、官
民

協
働
で
総
合
効
率
化
計
画
の
策

定
に
取
り
組
む
考
え
は
あ
る
か
。 

4月から開園した愛野こども園

ふくろい遠州の花火風見の丘市道川井山梨線

　
物
流
産
業
の
一
大
拠
点

づ
く
り
に
向
け
て

　市民は、下水道宅内排水設備の接続

工事において、業者が指定工事店であ

るか否かを、どのように確認すれば良

いのか。

　平成23年度には交通量調査を実施す
るが、新東名開通による影響も踏まえ、既
に指定している都市計画道路の再検証を
4～5年かけて実施していきたい。
　また、森町袋井インター通り線は、新東
名へのアクセス道路として重要路線であ
ることから、期成同盟会からも県道への
昇格、整備を要望している。川井山梨線に
ついても検証していきたい。

　道路整備推進計画については、都市

計画道路指定の当時とは交通事情が大

きく変化しており、見直しが必要ではな

いか。

　また、森町袋井インター通り線や川

井山梨線は、新東名開設を踏まえて整

備を検討するべきではないか。

　「木曽漆器祭」や「食と環境のフェア」
の参加者を市民公募する予定であり、参
加者には、あわせて市のＰＲもしていただ
くことも検討している。
　また、両市の特産物を製品の材料に利
用したり、給食にお互いのメニューを取り
入れるなど、人の交流だけでなく、食の交
流もできるよう考えている。
　ふくろい遠州の花火に、塩尻市の市民
を招待できるように検討していきたい。

常任委員会レポート
　平成22年度一般会計・特別会計補正予算、平成23年度一般会計・特別会計・企業会計の各予算や
条例の制定・一部改正などの議案を各常任委員会で審査しました。

木 

清
隆 

議
員

答
　
調
査
結
果
か
ら
、潜
在
的
な

保
育
需
要
を
含
め
、公
的
保
育
を

求
め
る
児
童
の
割
合
は
、乳
幼
児

数
の
約
4
割
に
達
し
て
い
る
。
低

年
齢
児
の
保
育
受
け
入
れ
枠
の

拡
大
が
、喫
緊
の
課
題
で
あ
る
と

考
え
る
。

問
　
今
後
の
幼
児
保
育
に
お
け

る
施
策
方
針
は
。 

答
　
国
の
子
ど
も
・
子
育
て
新
シ

ス
テ
ム
検
討
会
の
動
向
を
見
据
え
、

本
市
の
乳
幼
児
人
口
の
推
移
と

保
育
需
要
調
査
の
結
果
を
分
析

し
た
い
。
ま
た
、望
ま
し
い
保
育
の

あ
り
方
を
検
討
す
る
た
め
、外
部

委
員
も
交
え
、（
仮
称
）
乳
幼
児
保

育
一
元
化
あ
り
方
検
討
会
を
立
ち

上
げ
、中
長
期
的
な
保
育
施
策
の

方
向
性
を
見
出
し
て
い
き
た
い
。

答
　
本
市
の
さ
ら
な
る
振
興
、発

展
を
図
る
た
め
に
は
、官
民
が
協
働

し
て
、振
興
プ
ラ
ン
を
検
討
す
る
こ

と
は
大
変
有
意
義
で
あ
る
。
商
工

会
議
所
と
も
連
携
し
、準
備
し
て
い

き
た
い
。

く ろ い ふ く ろ い ふ 
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高潮対策でつくられた「大野命山」
大野と中新田にある「命山」は、江戸時代に受けた高潮の被害が繰り返されないように、避難所として

築かれたものです。今回の東北地方太平洋沖地震により、津波対策の必要性をあらためて感じました。

〒437-8666 袋井市新屋1丁目1番地の1
TEL.（0538）44-3143（直通）　FAX.（0538）44-3148
ホームページ http://www.city.fukuroi.shizuoka.jp/
メールアドレス gikai@city.fukuroi.shizuoka.jp
発　行／静岡県袋井市議会
発行日／平成23年4月15日
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市政に対する一般質問 

常任委員会レポート 

２月定例会の概要 

く ろ い ふ 

4ページ 

2ページ 

平成２３年 
４月１５日 

意
見
書
・
お
知
ら
せ 

ほ
か 

　
東
北
地
方
太
平
洋
沖

地
震
で
被
害
を
受
け
ら

れ
た
皆
様
に
、心
よ
り
お

見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

一
日
で
も
早
い
復
旧
復
興

を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　
こ
の
震
災
を
教
訓
に
、

よ
り
一
層
、安
全
・
安
心
の

ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
み

ま
す
。

　
さ
て
、今
期
最
後
の「
市

議
会
だ
よ
り
」
と
な
り
ま

し
た
。
広
報
委
員
一
同
、

身
近
な
市
政
に
な
る
よ

う
努
力
い
た
し
ま
し
た
。

来
期
も
乞
う
ご
期
待
く

だ
さ
い
。

編
集
後
記

　近年、全国各地において、外国資本がスキー場やゴルフ場などに進出している。このような外国資本による
土地所有の無制限な拡大を許せば、日本国民の生活基盤である水源や国土保全、安全保障上からも重大な問
題に発展しかねない。
　国においては所有者の国籍にかかわらず、適正な所有と管理が行われるよう、水源涵養、土砂流出防止など
公益的役割を果たしている森林などを守るため、土地の売買、利用に関する法整備や地籍確定を早急に行うな
ど、取り組みの強化を求める。

　急激な少子高齢化の進展や格差社会の広がりによる低所得者層の増加、長引く経済不況、保険給付費の増加
等により、各市町村の国民健康保険制度の財政状況は非常に厳しい状況にある。
　国においては、国民が安心して医療を受けることができる社会補償制度としての国民健康保険事業を適正に
運営するため、国庫負担率の引き上げを行うなど、健全な国民健康保険制度の構築を図ることを強く要請する。

　子ども医療費助成制度は、子どもの病気の早期発見と早期治療、治療の継続を確保する上で極めて重要な
役割を担っている。しかし、現状は自治体間で制度が異なっており、サービス内容に格差が生じている。この
ことから、子どもを安心して産み、育てることのできる社会の実現には、地方制度の安定化が必要であり、そ
のためには国による支援が不可欠である。
　国においては、子ども医療費無料制度を早期に創設されるよう強く要望する。

5月市議会臨時会、6月市議会定例会のお知らせ（予定）

段差解消機 赤外線補聴器

次の意見書を、衆・参議院議長、内閣総理大臣、担当大臣あてに提出しました。

議員提出意見書（要 旨）

外国資本等による土地売買等に関する法整備を求める意見書

国民健康保険に係る国の負担の拡充を求める意見書

あなたも議会を傍聴してみませんか。

当日、市役所5階の議会事務局で受付をします。
※足の不自由な方、妊婦の方なども段差解消機を利用
し傍聴席へ入れます。
※赤外線補聴システム、段差解消機をご利用の際には、
議会事務局へ声をおかけください。

市議会の録画（中継）放送・ 
　　  会議録がご覧いただけます。 

詳しくは袋井市のホームページから 
このバナーをクリックしてください。 

子ども医療費無料制度の創設を求める意見書

10ページ 植物油インキを
使用しています

再生紙を 
使用しています 

【日 程】 ＜5月臨時会＞ 5月 13日（金） 議会運営委員及び常任委員の選任等

 16日（木）  市政に対する一般質問
   20日（月）  議案の審査（常任委員会）
   29日（水）  委員長報告～採決、閉会

 ＜6月定例会＞ 6月   6日（月） 開会、議案の説明
  14日（火） 市政に対する一般質問
  15日（水） 市政に対する一般質問 

【場 所】市役所5階議場及び各委員会室　　【時 間】午前9時から

高潮対策でつくられた「大野命山」
大野と中新田にある「命山」は、江戸時代に受けた高潮の被害が繰り返されないように、避難所として

築かれたものです。今回の東北地方太平洋沖地震により、津波対策の必要性をあらためて感じました。




